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新さっぽろ駅周辺地区

まちづくり計画

【資料編】
❶ 計画策定までの経緯
❷ まちづくりワークショップ
❸ まちづくり検討委員会
❹ アンケート調査
❺ パブリックコメント
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❶ 計画策定までの経緯
　「新さっぽろ駅 周辺地区まちづくり計画」の策定にあたっては、地 域の方々のご協力のもと、

ワークショップやアンケート調 査を行い、並 行して学 識 経 験 者を中心とした「まちづくり検 討

委 員 会 」を設 置し、ワークショップやアンケートで整 理した地 域の課 題や要望を 参 考に、行政

的･ 専門的な観点から検討し、計画案の策定にあたりました。

　また、あつべつ区 民協議 会への協力依 頼や報告、大街区化に向けての 街区 整 備等に関する

地元説明会を行いながら、パブリックコメントを経て計画の策定に至りました。

❷ まちづくりワークショップ
　まちづくりワークショップの開催にあたっては、あつべつ区 民協議 会の皆 様を中心に、計画

エリア内の単位町内会長・自治 会長、及び北 星学園大学の学生などのご 協力をいただき開催

しました。

平成25 年度・26 年度（2013 年度・2014 年度）においてワークショップを計5 回行い、平成

25 年度（2013 年度 ）に行った 第1 回～第3 回の 開 催で、地 域の課 題や要望などについて意

見をまとめました。

　平成26 年度（2014 年度 ）の第4・5 回目のワークショップについてはまちづくり計画の策

定状況などの報告を中心に行いました。

　第1 回～第3 回までの取り組み内容については、ワークショップ通 信を作成し、区役 所やま

ちづくりセンターなどに配架することによって、厚別区にお住まいの方々を中心に情 報提 供を

行いました。

計画策定までの経緯

区
民
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の
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明

●
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１
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４
回

●
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回

平成25年度

情報とHPによるWS開催情報の提供

まちづくり計画案の作成

※計画策定の推移に関する報告会（第4・5回）
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日　時：平成25年7月31日（水）14：00～16：30
場　所：厚別区民センター　区民ホール
参加者：あつべつ区民協議会12名、単位町内会長4名、北星学園大学学生4名

第１回ワークショップ

内容：「新さっぽろ駅周辺地区まちづくり計画」策定の背景と進め方や、新さっぽろ駅
周辺と厚別区の現状などを紹介し、まちづくりの方向性と必要な機能などに
ついて議論を行った。

日　時：平成25年11月5日（火）10：00～12：00
場　所：厚別区役所２階　A会議室
参加者：あつべつ区民協議会15名、単位町内会長4名、北星学園大学学生2名

第2回ワークショップ

内容：アンケート調査実施に向けて、新さっぽろ駅周辺地区のまちづくりの方向性と
必要な機能について整理した。

日　時：平成26年3月3日（月）10：00～12：00
場　所：厚別区役所２階　A会議室
参加者：あつべつ区民協議会15名、単位町内会長2名、北星学園大学学生2名

第3回ワークショップ

内容：アンケート調査結果を踏まえ、新さっぽろ駅周辺地区のまちづくりの方向性と
必要な機能について、最終的な意見のまとめを行った。

日　時：平成26年7月31日（木）10：00～11：00
場　所：厚別区役所２階　A会議室
参加者：あつべつ区民協議会19名、単位町内会長3名

第4回ワークショップ

内容：まちづくり計画の策定状況についての報告を行った。 

日　時：平成26年12月19日（金）10：00～11：00
場　所：新札幌駅隣接商業施設（duo1）6階 大会議室
参加者：あつべつ区民協議会16名、単位町内会長3名、その他1名

第5回ワークショップ

内容：まちづくり計画（案）についての報告を行った。 
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❸ まちづくり検討委員会
　まちづくり検討委員会については、北星学園大学教授を中心に、㈱日本政 策投資銀行、㈱ 札

幌 副都 心 開発 公社、ワークショップからの代 表者２名、札 幌市の関係 機 関がメンバーとなり開

催いたしました。

　ワークショップと並行して行い、地 域の課 題や要望を参 考に、行政的･ 専門 的な観 点から計

画案の策定を行いました。

（1）まちづくり検討委員

日　時：平成25年9月24日（火）10：00～12：00　場　所：札幌市役所本庁舎 12階5号会議室
議　題：新たな計画策定の背景と過去の経緯を確認し、新たな計画の検証要素等を考える

第1回 検討委員会

日　時：平成26年2月3日（火）14：00～16：00　場　所：札幌市役所本庁舎 14階1号会議室
議　題：ワークショップでまとめられた意見の考察と、計画構成についての検討

第2回 検討委員会

日　時：平成26年7月11日（金）10：00～12：00　場　所：札幌市役所本庁舎 8階1号会議室
議　題：まちづくり計画（素案）についての検討

第3回 検討委員会

日　時：平成26年10月2日（木）14：00～15：00　場　所：札幌市役所本庁舎 8階1号会議室
議　題：まちづくり計画（案）についての検討

第4回 検討委員会

日　時：平成27年2月27日（金）10：00～11：00　場　所：厚別区役所 2階C会議室
議　題：まちづくり計画（案）についての検討（パブリックコメントを受けて）

第5回 検討委員会

座 長 鈴木 克典 北星学園大学 経営情報学科 教授

委 員

大原 昌明 北星学園大学 経営情報学科 教授

田中 昭夫 ｢新さっぽろ駅周辺地区｣ まちづくりワークショップ代表（公益社団法人 札幌市子ども会育成連合会 厚別区支部長）

松山 瑞穂 ｢新さっぽろ駅周辺地区」まちづくりワークショップ代表（厚別中央地区まちづくり会議 幹事長）

遠藤　 健　 株式会社 日本政策投資銀行北海道支店 企画調査課長

菊池 洋紀 株式会社 日本政策投資銀行北海道支店 企画調査課長　※1

川尻 寿彦 株式会社 札幌副都心開発公社 取締役

西 　紀雄 札幌市 環境局 みどりの推進部 造園担当課長

阿部 克巳 札幌市 環境局 みどりの推進部 造園担当課長　※2

山本 真司 札幌市 厚別区 市民部 地域振興課長

坪田　 靖 札幌市 都市局 市街地整備部 市街地整備課長
※1 第4回目より遠藤委員の後任として参加　※2 第3回目より西委員の後任として参加

事務局
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❹ アンケート調査
　アンケート調査は、本計画の策定にあたり、ワークショップ で検討整理された「新さっぽろ駅 周辺

地 区のまちづくりの方向 性と必要な機 能 」について、さらに多くの地 域住 民 の意 見を把 握すること

を目的に実施しました。

（1）調査期間
平成25年12月6日（金）～12月20日（金）

（2）調査対象者と調査方法

【対象】
①18 歳 以 上の厚別区 民1,000 人（住 民基 本 台帳から無 作為に抽出）

②区内の主な公共 施 設に配 架した「ワークショップ通信」からの返信

③ワークショップ参加者

④北星学園大学 学生

【方法】
① 案内文･ アンケート調査 表と返信用はがきを同封のうえ、郵送

②「ワークショップ通信２号」にアンケートと回答用紙（ハガキ）を掲 載し、
　 厚別区役 所･ まちづくりセンターなどに配 架

③ ワークショップ通信 第２号を郵送

④ 講 義の際にアンケート調査 表を配布

（３）回収結果
対象者 配布人数（人） 回収人数（人） 回収率（％）

①無作為抽出の厚別区民

②配架通信からの返信

③ワークショップ参加者

④北星学園大学生

1,000

ー

35

ー

343

28

19

149

34.3

ー

54.3

ー
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質問 1：年齢 ･ 性別 ･ 居住地

質問2：

これからの新さっぽろ駅周辺

地区に必要な機能（場所や仕

組み）について、下記の1～24

の中から特に重要だと思われ

るものを３つ選んで、その番号

を回答欄にお書きください
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（単位：件）

質問1の各対象者の属性を考慮し、対象者①〜③を合計して地域住民の意見として集計し、④の北星学
園大学学生の意見は別途集計した。
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（単位：件）

【対象者①〜③年代別の集計結果】
　対象者①～③の回答について、年代別（18 歳～39 歳）（40 歳～69 歳）（70 歳以上）に集計した。厚別区の年代別の人口
割合と比較すると、５歳刻みのため誤差があるが、18 歳～39 歳がやや少なくなっている。18 歳～39 歳では「安心して子育
てできるように、保育施設や子育て支援の充実」、40 歳～
69 歳では「コンサートや演劇が楽しめる文化施設」、70
歳以上では「医療施設の充実と、医療や福祉の情報を得
られるようなしくみ」が最も多く選択された。

○18 歳〜39 歳の集計結果
回答者数87 人、回答件数合計263 件

（３件未満選択回答を含む）
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（単位：件）

○40 歳〜69 歳の集計結果
回答者数 214 人、回答件数合計 636 件（３件未満選択回答を含む）
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（単位：件）

○70 歳以上の集計結果
 回答者数 89 人、回答件数合計 264 件（３件未満選択回答を含む）
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（単位：件）

【対象者①〜③男女別の集計結果】
 対象者①～③の回答について、男女別に集計した。回答者は女性がやや多いが、厚別区の性別人口割合とほぼ同じ割合で
あった。男性では「コンサートや演劇が楽しめる文化施
設」、女性では「医療施設の充実と、医療や福祉の情報を
得られるようなしくみ」が最も多く選択された。

○男性の集計結果
回答者数178 人、回答件数合計531 件

（３件未満選択回答を含む）
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（単位：件）

○女性の集計結果
回答者数 211 人、回答件数合計 629 件（３件未満選択回答を含む）
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（単位：件）

【対象者①〜③居住地区別の集計結果】
　対象者①～③の回答について、対象地区が含まれる厚別中央地区・青葉町と、その他の地区に分けて集計した。厚別区の
地区別人口割合と比較すると、厚別中央地区・青葉町の回答者の割合がやや多くなった。厚別中央地区・青葉町では、「医療
施設の充実と、医療や福祉の情報を得られるようなしく
み」が最も多く、その他の地区では、「コンサートや演劇が
楽しめる文化施設」と「自家用車で駅へ送迎するための、
乗降スペースの確保」が最も多く選択された。

○厚別中央・青葉町居住者の集計結果
回答者数133 人、回答件数合計389 件

（３件未満選択回答を含む）
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（単位：件）

○その他の地区の集計結果
回答者数 256 人、回答件数合計 771 件（厚別区以外の市区町村３人８件を含む）

（３件未満選択回答を含む）
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【対象者④の結果】
　対象者④では、年代は大学生のためほとんどが20 代以下で、性別は男性がやや多い。居住地区では「その他の市区町村」
が84.6％と高く、対象地区の利用頻度では「何度も行ったことがある」が42.3％と半数以下であった。問2 の回答では「く
つろぎや出会いの場となるような、緑地スペースやオープンカフェ」「コンサートや演劇が楽しめる文化施設」「学生や若者の
住まいの充実」「“新さっぽろの名物”をつくり、観光客も楽しめるまちをアピールする」「子どもからお年寄りまで交流できて、

いろいろな世代が利用しやすい施設」の順に多く選択された。
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（単位：件） ※３項目以上選択した回答は、無効とした

○対象者④の集計結果
有効回答数 134 人 ( 無効回答 15 人 )、回答件数合計 399 件
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❺ パブリックコメント
（1）パブリックコメントによる意見募集実施の概要

　平成27 年1 月8 日（木）に、新さっぽろ駅 周辺地区まちづくり計画（案）を公 表し、同日か
ら2 月6 日（金）までの30 日間、パブリックコメントによりご意 見を募集しました。
　募集 期間中に寄せられたご 意 見については、意 見の概要とそれに対する札 幌市の考えを
取りまとめ、計画に反映できるものは、計画内容を変更しました。

①意見提出者

②年代別内訳

③居住地内訳

④提出方法内訳

⑤資料の配布場所
◆札幌市役 所本庁舎  【7階】市街地整備課  【2階】市政刊行物コーナー
　各区役所：総務企画課広聴係　厚別区各まちづくりセンター　札幌市公式ホームページ
　地下鉄新さっぽろ駅　JR新札幌 駅　

⑥意見の内訳
分　　　　　類 件　　数 構成比（％）

計画全般 4 5.6

土地利用（機能集積） 36 50.7

全般 16 37.5

Ⅰ街区 11 34.4

G 街区 9 28.1

歩行者ネットワーク 17 24.0

暫定駐車場 4 5.6

ＪＲ 3 4.2

その他 7 9.9

※項目数は53 件( 重複は18 件)

※新さっぽろ駅周辺地区まちづくり計画（案）の構成に沿って分類

意見提出者数 意見総数
36 人 71 件

年　代 19 歳以下 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳以上 不明
人　数 0 2 3 4 5 8 9 5
件　数 0 3 11 14 6 13 15 9

居住地 厚別区 市内他区 道内他市町村 道外 不明
人　数 29 2 2 1 2
件　数 55 7 2 4 3

方　法 ホームページ 郵送 FAX メール 持参
提出者 7 27 0 2 0

構成比（％） 19.4 75.0 0    5.6 0

分　　　　　類 件　数 構成比（％）
第１章　計画策定の背景 3 4.2
第２章　まちづくりの現状 1 1.4
第３章　まちづくり方針 61 86.0
まちづくりに関する意見 1 1.4
その他 6 7.0
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（2）意見の概要とそれに対する札幌市の考え方
　以下では、お寄せいただきましたご意見の概要について、札幌市の考え方を示します。

●計画全般
No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

1
第１章

⑥
Ｐ10

計画期間は 10 年間と言わずスピード感を
持って取り組んでほしい。

　札幌市の長期総合計画である「札幌市まちづくり
戦略ビジョン」に基づき、計画期間は 10 年と定め
ておりますが、市営住宅余剰地や㈱札幌副都心開
発公社が所有する暫定駐車場の開発については、可
能な限り早期の開発に努めます。

2
第 3 章

⑤
Ｐ 49、61

歩行者ネットワークの矢印の色が抜けている
など、誤解を招く表現は避けるべき。また、
事業主体が決まっていなければ、計画は理想
的イメージであることはやむを得ないので、
方針図や計画図の中で歩行者ネットワークや
公園、緩衝空間などのイメージをもっと明確
にし、その上で「変更要素を含む」と表現し
たほうが、立案者の構想が伝わりやすい。

　当計画は、今後のまちづくりの方向性を示すもの
としています。そのため、実現に向けた検討を進め
る中で変更の可能性はあると認識しております。
　なお、いただいたご意見を参考に、まちづくり方
針図 ･ 計画図において以下のとおり修正しました。

3
第 3 章

⑤
Ｐ 49、61

図の表現を向上するべき。資料の印象として、
全般に冗長な印象を受ける。もう少し密度を
高めてページを削減できると思う。

4
全体的に静的なデータが多かったので、動的
なデータも記載すること、また日本各地の成
功事例や分析結果があると良いと思う。

　本計画策定にあたっては、地域の方々とのワーク
ショップ、また学識経験者を中心とした検討委員会
において、当地区における過去のまちづくり計画や、
各地の様々な事例などを基に検討を進めてきたも
のであり、計画の内容が端的にご理解いただけるよ
う取りまとめたものです。

●土地利用（全般）
No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

5
第 3 章

⑥
Ｐ51、55

体育施設としては区の体育館があるが、需要
を満たせる規模ではないため、駅直結のス
ポーツクラブを作ってほしい。

　市営住宅余剰地Ｇ ･Ⅰの機能集積に向けては、
民間企業による開発を目指して、提案を公募する
プロポーザルを行うことを検討しております。
　プロポーザルにおいては、それぞれのエリアコン
セプトに基づき、広く提案を募集する予定です。
　提案される具体的な立地機能については市場性
が考慮されると思われますが、その中から地区に
とって最良な開発を行っていただける提案を採択
する予定です。

6
第 3 章

⑥
Ｐ51、55

図書館、おしゃれなカフェ、学生向けの勉強
スペース、岩盤浴、新しいファッションビル、
映画館、イベントホール、施設の案内セン
ター、アウトレットモール、室内公園、美術館、
多世代利用可能なスポーツ施設、北海道にな
い飲食店などを作り、観光スポットになるよ
うにしてほしい。

7
第 3 章

⑥
Ｐ51、55

ネットカフェのような施設がほしい。

8
第 3 章

⑥
Ｐ51、55

他地区に比べて機能は集積されているが、購
買力が足りないので、子育て支援機能と併設
したタワーマンションのような住居機能を優
先的に設けるべき

・地下 ･ 地上 ･２階レベルの歩行者ネットワーク
が分かり易いよう、矢印の色を修正しました。

・地下鉄コンコースや既存の地下鉄出入り口な
どの凡例を追加しました。

・ＪＲ新札幌駅に重なっていた矢印を、施設名
等の文字が読みやすいように、またネット
ワークのイメージが伝わりやすいように修正
しました。

・その他、文字の大きさ等を修正しました。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

9
第 3 章

⑥
Ｐ 53、56

緑が少ないため、小公園を設けたり、それが
無理なら歩道の街路樹を工夫して、名所にな
るような並木道を何本も作ってほしい。

　市営住宅余剰地Ｇ ･Ⅰについては、各エリアのコ
ンセプトに基づいた開発を目指しますが、公園等の
配置については、地区全体の状況も踏まえ引き続
き検討いたします。

10
第 3 章

⑥
Ｐ 53、56

副都心としての位置づけを図るのであれば、
役所機能の一部を千人単位で移し、日中の人
口を増やし、民間が進出しやすい環境を整え
るべき。

　当地区は、昭和 47 年に策定された「厚別副都心
開発基本計画」に基づき、計画的に公共施設の集
積が図られました。本計画においては、「ちあふる・
あつべつ」以外の公共施設の記載はありませんが、
余剰地への多様な機能集積による交流人口や居住
人口の増加を目指しておりますので、頂いたご意見
は今後の参考とさせていただきます。

11
第 3 章

⑥
Ｐ 60、61

税金を使わずに、世界（日本 ･ 北海道 ･ 札幌）
で新さっぽろにしかないものを作る意気込み
で臨んでほしい。

　当地区のまちづくりにおいては、ちあふる・あつ
べつの設置やふれあい広場の整備など一部公共施
設整備を検討しておりますが、基本的には、利活用
に関する提案を公募するプロポーザルを行い、民間
活力を最大限に生かしていただきながら開発を進め
ることを想定しています。

12
第 3 章

⑥
Ｐ 60、61

朝のバスターミナルは、混雑していて降車に
時間がかかっているため、降車帯だけでも増
やしてほしい。

　新札幌バスターミナルの運営は（株）札幌副都心
開発公社が行っておりますので、同社へ情報提供い
たします。

13
第 3 章

⑥
Ｐ 60、61

冬場の歩行環境、高齢者の視点等も考えて
流雪溝を整備してほしい。

　流雪溝は、水源や流末などの物理的な条件を満
たす必要があるほか、建設に多額の費用を要するこ
とから、今後新たな施設整備は予定していません。

14
第 1 章

④
Ｐ 6

改修後入居なしの札幌市エレクトロニクスセ
ンターの実情から、副都心とテクノパークの
利便性を高めて相互利用を考えてほしい。

　新さっぽろ駅周辺地区は、地下鉄の始発駅（ゲー
トウェイ拠点）として位置づけられており、周辺の
機能集積などを意識したまちづくりの推進に努める
とともに、市営住宅余剰地の開発による波及効果
を生むことができるよう努めておりますが、いただ
いたご意見は今後の参考にさせていただきます。15

第 1 章
④

Ｐ 6

開拓の村までの遊歩道や幌馬車など、新さっ
ぽろを起点として、観光客の発着点となるよ
うな工夫が必要。

16
第 3 章

②
Ｐ 41

「多様な世代が住むまちづくり」に向けて、ソ
フト面の取り組みも検討すべき。

　まちづくりを進めていくうえで、多様な世代の交
流を促進するソフト面の取組等について検討してい
きます。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

17

第 3 章
④

Ｐ 44
⑥

Ｐ 51、55

魅力的な街並みを形成するとともに、景観・
騒音、交通・日照など、近隣への配慮も必要。

　市営住宅余剰地Ｇ ･Ⅰの利活用にあたっては、既
存の街並みと調和した質の高い魅力ある都市空間
の形成を目指し、地区の活性化やにぎわいを創出す
る景観形成に努めるとともに、新規開発の誘導に
際しては、公募型プロポーザル方式による提案募集
を検討しており、周辺環境への影響についても考慮
した計画を誘導するよう検討します。
　なお、いただいたご意見を参考に以下のとおり修
正しました。
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Ｐ51・①民間活力の導入･ 機能集積（I 街区）
【修正前】
北エリアにおける土地利用のコンセプトに基づ
き、主に地区の交流人口の増加などを目指し
た新たな魅力を創出するため、商業機能を中
心とした多様な機能集積を目指し、公募型プ
ロポーザル方式による提案募集を検討します。

【修正後】
北エリアにおける土地利用のコンセプトに基
づき、主に地区の交流人口の増加などを目指
した新たな魅力を創出するため、商業機能を
中心とした多様な機能集積を目指します。
　また、公募型プロポーザルによる提案募集
を検討し、周辺環境への影響等に考慮した機
能集積を目指します。

Ｐ55・①民間活力の導入･ 機能集積（G 街区）
【修正前】
南エリアにおける土地利用コンセプトに基づ
き、主に地域特性の強化を目指し、既存の魅
力を向上するため、文化 ･ 教育機能を中心と
した多様な機能集積を目指し、公募型プロポー
ザルによる提案募集を検討します。

【修正後】
南エリアにおける土地利用コンセプトに基づ
き、主に地域特性の強化を目指し、既存の魅
力を向上するため、文化 ･ 教育機能を中心と
した多様な機能集積を目指します。
　また、公募型プロポーザルによる提案募集
を検討し、周辺環境への影響等に考慮した機
能集積を目指します。

18
第 3 章

⑥
Ｐ52、56

高さ制限の見直しによって、高層複合ビルの
開発を可能にし、都市のスプロール化を防ぐ
べき。他都市に比べ、新さっぽろ ･ 都心部共
に高さ制限が厳しいと感じる。

　札幌市では、秩序ある街並み形成を図る観点から、
用途地域や容積率に応じて高度地区による高さ制限
を定めており、新さっぽろ駅周辺の商業地域の一部
については、土地の高度利用を図るため、現在、高
さ制限は定めていません。
　市営住宅余剰地の利活用にあたっては、周辺環境
への影響について考慮しながら、本まちづくり計画
に基づいた多様な機能集積及び高度利用が図られる
よう、土地利用計画制度の適切な運用を検討します。

19
第 3 章

⑥
Ｐ52、56

ＪＲ琴似駅のような、公共交通直結のタワー
マンションが立地できるよう、高さ制限を見
直すべき。

（類似意見 1 件）
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26
第 3 章

⑥
Ｐ 51

中央体育館の整備が進捗しないことを踏ま
え、Ⅰ街区に市のスポーツのメッカを形成し
てはどうか。米国のマディソン･スクエア･ガー
デンのように、少ない土地で効率的に機能集
積してほしい。公共交通も充実し、宿泊施設
もある当地区には望ましいのではないか。

　Ⅰ街区を含む北エリアについては、商業 ･ 業務 ･
新規開発ゾーンと位置付け、主に拠点 ･ にぎわいの
創出やコミュニティ機能の向上などが求められます。
　Ⅰ街区の機能集積に向けては、民間企業による開
発を目指して、提案を公募するプロポーザルを行う
ことを検討しております。
　提案される具体的な立地機能については市場性
が考慮されると思われますが、その中から地区にとっ
て最良な開発を行っていただける提案を採択する予
定です。
　なお、中央体育館は、北 4 東 6 周辺地区の再開
発事業で整備するため、都市計画決定の手続きを
進めているところです。

●  土地利用（Ⅰ街区）

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

20
第 3 章

⑥
Ｐ51

Ⅰ街区に大型商業施設を設けた場合、交通
が混雑する。青葉通側はバス路線が集中して
いるため、原始林通や南郷通からの主動線を
検討すべき。それが不可能であれば、高層住
宅機能を中心とした複合開発にすべき。

　Ⅰ街区への機能集積に向けては、土地利用計画制
度の適切な運用並びに公共交通機関の利用促進な
どを検討し、可能な限り交通混雑の緩和に努めます。

21
第 3 章

⑥
Ｐ51

新さっぽろはサンピアザ･ ダイエー ･カテプリ
などがある。北エリアは商業 ･ 業務機能の集
積とあるが、既存商店街が衰退する可能性が
あるので似たような施設を増やす必要はない。

　Ⅰ街区を含む北エリアについては、商業 ･ 業務 ･
新規開発ゾーンと位置付け、主に拠点 ･ にぎわいの
創出やコミュニティ機能の向上などが求められます。
　Ⅰ街区の機能集積に向けては、民間企業による開
発を目指して、提案を公募するプロポーザルを行う
ことを検討しており、「既存の商業機能に多様性が
付加される商業機能」を中心に広く提案を募集する
予定です。
　提案される具体的な立地機能については市場性
が考慮されると思われますが、その中から地区にとっ
て最良な開発を行っていただける提案を採択する予
定です。

22
第 3 章

⑥
Ｐ51

Ｉ街区に他地区にはない特色のある商業施設
を誘致してほしい。

23
第 3 章

⑥
Ｐ51

周辺市区町村や学生の利用が多いことから、
Ⅰ街区には人が集える場所、滞在できる空間
が必要。他市のような民間企業と連携した魅
力ある図書館機能を移設し、日中はお年寄り、
夜は学生やサラリーマンが使用できるように
工夫するべき。

24
第 3 章

⑥
Ｐ51

当地区は、飲食店モールは長続きしないの
で、Ⅰ街区への機能導入の際には要注意。本
来はＡ駐車場にそのような機能があるべきと
思う。

25
第 3 章

⑥
Ｐ51

Ⅰ街区にはボランティアに運営させる街の野
草園を開設し、都会育ちに不足している知識
の普及を目指してほしい。
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● 土地利用（Ｇ街区）
No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

30
第 3 章

⑥
Ｐ55

厚別区の図書館は規模が小さく駐車場も狭
い。G 街区に企業と連携した、特徴のある図
書館を整備してほしい。

　Ｇ街区の機能集積に向けては、民間企業による開
発を目指して、提案を公募するプロポーザルを行う
ことを検討しております。
　プロポーザルにおいては、「文化･ 教育」を中心に
広く提案を募集する予定です。
　提案される具体的な立地機能については市場性が
考慮されると思われますが、その中から地区にとっ
て最良な開発を行っていただける提案を採択する予
定です。

31
第 3 章

⑥
Ｐ55

文教ゾーンの魅力アップのため、Ｇ街区に博
物館活動センターの本設を望む。科学と自然
史の融合は非常にめずらしい。海外来訪者に
とっても博物館は重要。また、芸術の森美術
館のサテライトとしての活用もできるのでは
ないか。

32
第 3 章

⑥
Ｐ55

Ｇ街区は、既存施設と重複しない、教育・文化・
体験型の施設、または観光を意識した雪やア
ニメなどの施設が望ましい。

33
第 3 章

⑥
Ｐ55

G 街区に、青少年が集まる学校、大学の分校、
催しができる会館などを設けてほしい。

34
第 3 章

⑥
Ｐ55

吹奏楽などの活動場所の確保が困難である
ため、新さっぽろ地区での多目的ホールの設
置を希望する。800 席程度、広いステージ、
練習室があり、多機能化されて様々な人が訪
れる施設を希望する。また、ふれあい広場な
どの野外ステージと連携できる仕様が望まし
い。

35
第 3 章

⑥
Ｐ55

文化 ･ 教育ゾーンにおいて、図書館の拡充と
共に映画館を設立してほしい。高齢者の外出
する機会を増やすとともに、青少年との共存
を図れるような街にしてほしい。

27
第 3 章

⑥
Ｐ 51

商業施設は十分なので、Ⅰ街区には緑地帯や
公園を設けてほしい。一部住宅エリアとして
も可。

　Ⅰ街区を含む北エリアについては、商業 ･ 業務 ･
新規開発ゾーンと位置付け、主に拠点 ･ にぎわいの
創出やコミュニティ機能の向上などに向けた開発を
目指しますが、公園等の配置については、地区全
体の状況も踏まえ引き続き検討いたします。

28
第 3 章

⑥
Ｐ 51

駐車場は最低でも現状維持することが必要
な ので、 Ⅰ街 区 に 整 備 することが必 要。
( 類似１件 )

　Ⅰ街区に新たに集積される機能については、法令
に基づいた適切な駐車場容量を確保する必要があり
ます。加えて、減少する暫定駐車場Ｂ分の容量を確
保することなどを検討しています。

29
第 3 章

⑥
Ｐ 51

Ｂが駐車場のままであるのは非常にもったい
ない。Ⅰ街区の一部に機能を移し、地下鉄
７番出口に近接する好立地を生み出し、民間
企業の参入を促すべき。

　現在暫定的に駐車場として利用されているＢに
ついては、Ⅰの一部とともに大街区を形成する
ことなど、より有効的に活用することができる
よう検討いたします。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

36
第 3 章

⑥
Ｐ 53

Ｇ街区の基本方針が文化・教育機能の集積
であるので、「ちあふる・あつべつ」はＧ街区
に整備するほうが良い。

　G 街区は、周辺に民間の認可保育所が複数存在
しているため、効果的な保育ニーズへの対応等を
考慮し、I 街区への整備を検討しています。
　また、区における子育て支援の中心的役割を担う

「ちあふる」の設置目的からも、公共交通機関との
アクセス性に優れた I 街区に整備することが最良で
あると考えています。

37
第 3 章

⑥
Ｐ 55

文教ゾーンへ来訪する団体のために、大型バ
スの駐車場を整備してほしい。 　Ｇ街区に新たに集積される機能については、法令

に基づいた適切な駐車場容量を確保するよう求める
予定です。
　いただいたご意見は今後の参考にさせていただ
きます。38

第 3 章
⑥

Ｐ 55

南エリア全体の駐車場容量が足りないので、
Ｇ街区に設けてほしい。

● 歩行者ネットワーク

No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

39
第 3 章

⑥
Ｐ53

Ⅰ街区は公共交通機関との動線として、２F
レベルだけではなく、特に地下レベルで充実
するべき。

　Ⅰ街区の開発においては、地区の回遊性を高め
るため、空中歩廊などによる２階レベルでの動線、
並びに地下鉄コンコースとの接続などを促進いた
します。

40
第 3 章
③Ｐ42
⑥Ｐ56

Ｇ街区も地下鉄と直結させ利便性を向上させ
るべき。

　Ｇ街区の利便性向上に向けては、科学館公園や
ふれあい広場など地上レベルでの整備を通じて、
最寄りの地下鉄出口からのアクセス性向上に努め
ます。
　いただいたご意見は、今後の参考にさせていた
だきます。

41
第 3 章

③
Ｐ42

地下鉄コンコースと区役所を地下で接続して
ほしい。（類似 14 件）

　区役所への歩行者動線については、暫定駐車場
Ｃの開発に合わせたエレベーター設置や前面歩道の
ロードヒーティングなどにおいて強化することを検
討しています。
　いただいたご意見は今後の参考にさせていただき
ます。
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●  暫定駐車場（㈱札幌副都心開発公社）
No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

42

第 3 章
⑥

Ｐ52、54、
57

副都心開発計画策定後から未だ開発がなさ
れていない A･B･C も、共に開発の対象とし、
市が積極的に開発の検討をするべき。または、
思い切って民間に分譲することも検討するべ
き。（類似意見 2 件）

　暫定駐車場Ｂについては、市営住宅余剰地Ⅰ街区
とともに大街区化を行い、効果的な開発可能地を
生み出すことについて協議 ･ 検討を進めております。
　同じく、暫定駐車場Ａ･Ｃについても、まちづく
り計画において目指すべき開発の方向性等を記載し
ておりますので、利活用を早期に実現していただけ
るよう積極的に働きかけていきます。43

第 3 章
⑥

Ｐ52、54、
57

㈱札幌副都心開発公社による周辺施設整備
の実態として、アクセスが非常にわかりづら
くなっているので、新さっぽろ駅周辺の土地
開発は、札幌市が主体的に行ってほしい。

44
第 3 章

⑥
Ｐ57

Ａ駐車場を路線バスの待機場にするべき。

　Ａについては、多様な機能集積及び低層部へのに
ぎわいや生活利便施設の充実を図ること、また空中
歩廊などによる歩行者ネットワークの充実を目指す
こととしております。

● ＪＲ
No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

45
第 3 章

⑤
Ｐ49

Ｉ街区周辺については、ＪＲ線の盛土により
南北の街が分断されているので、高架化し、
テナントを誘致すべき。

　鉄道高架及び駅舎整備については、鉄道事業者
の判断が必要なことから JR 北海道へ情報提供いた
します。
　また、南北の歩行者ネットワーク、地区の回遊性
の観点については引き続き検討を行ってまいります。46

第 3 章
⑤

Ｐ49

ＪＲ新札幌駅舎は老朽化が進んでいる。今後
の魅力向上も含め、駅舎整備も含めてまちづ
くりを進めるべき。（類似 1 件）

●   その他
No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

47
第 3 章

④
Ｐ44

景観について協議をする場を設け、具体的視
覚イメージを共有する取組をしてはどうか。

　札幌市では、良好な景観形成を図るよう、景観
計画を策定しております。
　景観計画では景観法に基づき市内全域を「景観
計画区域」とし、一定規模を超える建築物等の届
出協議を行い地域にふさわしい良好な景観づくりを
目指しております。
　いただいたご意見は今後の参考にさせていただ
きます。

48
第 2 章
② -２
Ｐ28

清田（特に真栄・美しが丘方面）へのアクセ
スを強化するべき。中央バスの混雑が激しい。

　路線バスの運行経路や運行水準等については、
バス事業者において利用者の需要や事業の採算性
等を総合的に勘案した上での判断となりますが、利
用者のニーズや利用実態など、地域の実情に応じた
効率的で使いやすい地域交通ネットワークを構築す
るための検討を、バス事業者とも連携しながら進め
てまいりたいと考えております。
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No. 該当箇所 意見の概要 札幌市の考え

49
高齢化が進み、将来的に再開発が必要と思
われるもみじ台 ･ 青葉町地区へ、新さっぽろ
駅を起点とした路面電車を検討するべき。

　路面電車については、超高齢・人口減少社会の
到来を見据えて、人や環境にやさしい乗り物とし
てまちづくりに活用していくこととしております。
　 な お、 現 在 は、 将 来 の 需 要 見 込 み、 地 域
特 性、 経 営 面 の 課 題 等 を 考 慮して、「 都 心 地
域」「創成川以 東地 域」「桑園地 域」を対 象に
路 線 の 延 伸を検 討していますが、いただ いた
ご 意 見 は 今 後 の 参 考 にさ せ ていた だ きます。

50

新さっぽろ駅周辺地区内の国道 12 号線の横
断歩道（大行寺と重点エリアを結ぶ部分）の
青信号が短かすぎる。10 秒ほど長くしてほ
しい。

　信号制御等を所管する北海道警察に対し情報
提供いたします。

51

他地区から地下鉄で新さっぽろに向かう際、
実際の距離は近いのに、中心部を経由するた
め運賃が高い。実際の距離で金額を設定す
るか、上限を 250 円にしてほしい。

　札幌市の公共交通ネットワークは、多くの人の移
動を支える大量輸送機関を基軸として、市内各地域
とその近傍の拠点へのアクセスをバスネットワーク
により確保することを基本としております。
　なお、地下鉄の乗車運賃については、経営状況
等を踏まえるとともに、他の公営地下鉄事業の制
度や運賃設定を参考としながら、初乗り１区を３キ
ロまで、以後４キロ毎に区数を設定する対キロ区間
制を採用しています。その算定にあたっては、実際
の乗車距離に応じて、乗車区間が増すごとに２区は
５０円、３区は４０円、４・５区は３０円、６区は
２０円の加算とすることで、長距離利用者の負担軽
減となるよう設定しておりますのでご理解をお願い
いたします。

52 意見の処理状況を公開すべき。

　皆様からいただいたご意見に対しては、市の考
え方を記載した上、資料として本計画書に添付す
るとともに、市のホームページなどにおいて公表い
たします。
　なお、いただいたご意見に基づき修正した場合は、
その内容及び理由についても併せて記載いたします。

53
市営住宅事業は特別会計として分かり易く
すべき。

　いただいたご意見は今後の参考にさせていただ
きます。

※新さっぽろ駅周辺地区まちづくり計画に直接関係のないご意見は記載しておりませんが、関係機関への情報提供を行っております。
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